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浦添市立牧港小学校教諭 友利 宏 

( 要 約 ] 

本研究は，できるだけ 子どもの身近な 素材を教材化することによって ， 子どもが生き 生きと，楽しく 取り 

細める総合的学習の 展開を図ろ う とするものであ る。 

身近な素材ではあ るが，ふだん 興味関心がなれものでも「 00 不思議発見 ! 」ということで ，見つめ面し 

て見るとそこにはいくらでも「なぜ ? 」「どうして ? 」など不思議なことがたくさんあ ることに気付く。 

そのことを元に 自分なりに深めた「総合的な 学習」の理論研究と 合わせ「総合的な 学習単元」を 設定し ， 

授業実践することで 子どもの意欲関心も 高まり，父母や 地域の方々の 協力も得ることができ ，子どもが生き 

生きと，楽しく 取り組める「総合的学習」を 展開することができた。 
ク     

  口 総合的学習回生きる 力 コ 総合的学習のかⅠキュラム 構想 

1  テーマ設定の 理由 まえ，子どもにとって 身近な素材を 見つめ直す中で 

21 世紀を目の前にして ，私たちの社会は ，国際 「ふしぎ」や「疑問」を 引き出し，興味・ 関心を喚 

化 ，情報化，少子・ 高齢化，価値観の 多様化など大 起することで ，生き生きと 楽しく取り組める 総合的 

きく変化している。 さらに環境問題，エネルギー 問 学習が展開できるのではないかと 考え木テーマを 設 題等 ，危機的多くの 課題も共有してお @ よ @ グ 足 した。 

一 バル な 視点に立った 上での解決が 望まれるところ 

であ る。 このような状況においては ， -- 人一人が常 11 研究目標 

に 問題意識を持ち ， 考え，実践・ 判断し，はっきり 

した意思表示ができ ，強くたくましく 生きていく「 生 ． 子どもが生き 生きと，楽しく 取り組める総合的な 

きる 力 」が求められる。 学習の展開を 図るため，身近な 素材を取り入れた 只 

そこで，これからの 学校教育の在り 方として，「 ゆ 体 的な「総合的な 学習の時間」の 展開の仕方を 研究 

ナ （， とり」の申で 自ら学び ， 自ら考える 力 ，特色あ る 致 する。 

昔 活動，特色あ る学校づくりを 基本とした「総合的 

な学習の時間」が ，各教科，道徳，特別活動に 加え In  研究仮説 

て 新たに創設された。 

ところで，私の 勤める小学校では 平成 9, 10 年度 1 基本仮説 

02 ヵ年にねたり 沖縄県と浦添市の 委嘱を受け「 平 子どもにとって 身近な素材を「総合的な 学習」の 

和 教育研究研究 校 」として取り 組んできた。 「命の ねらいに即して 教材化し ， 自らの課題を 追求する 学 

尊さに気づき、 平和を願 う 心の育成」～地域素材の 習を組織すれば ，自ら学 び， 自ら考え，問題を 解決 

堀り起こしと 総合字習の展開～をテーマに 低 ， 中 ， し， 楽しく取り組める 総合的学科が 展開できるだ る 

高学年相応の 重点目標をかかげ ，それを元に 総合的 ぅ 。 

単元を設定し ，授業実践を 行なった。 

地域の特性を 生かした 2 カ年間の取り 細みは， 差 2 作業仮説 

し 迫った「総合的学習の 時間」の実施へ 向けて大き 仮説 1  身近な素材に 対して「 00 不思議発見； 

な 成果を得ることができた。 本研究はそのことを 踏 一ド 」を用い，不思議発見をゲーム 化し発見競争と 

一 Ⅰ 一 Ⅰ
 
ユ
 



して仕組めば ，様々な不思議や 疑問に気が付くであ 者同士でバループを 構成し，課題解決にあ たればお 

ろう。 互いが協力して 調ぺ ，よりよく問題を 解決すること 

ができるであ ろう。 

仮説 2  白ら発見した「不思議」や「疑問」を 元 

にして課題づくりをすることで 自ら生き生きと 追求 仮説 4  まとめ方や発表の 場において効果的なま 

する学習が展開できるだろう。 とめ方や発表の 方法を身につけることにより ， お互 

いの 学び 方や考え方がわかり ，知識の共有化も 図れ 

仮説 3 課題を追求する 場において，同じ 課題の 生き生きと学習することができるだろう。 

Ⅳ 研究内容と方法 図表 一 1 

る 生き 0% Ⅰ 研究構想 図 

を 解決す   庚や 体フ 

/ 

石升究 テーマ 
子どもが生き 生きと、 楽しく取り組める 総合的学習の 展開 

～身近な素材を 使っての単元開発～ 

子ど - も像 

            9 口標を持ち，創意工夫して 学習する 子 
・「もの」を 大事にし，進んで 奉仕活動をする 子 
・心身ともに 健康で，最後まで 責任を果たせる 子 

多 子 

理論研究 様 授業実践 供 調査研究 

キた、よ の 

・教育改革の 動向 宇 。 " " 亜 資 ，先進校の実践事例 

  「総合的学習の 時間」 習 逝勅め 質 の 収集・分析 

創設の趣旨 活 より子どもが 生き生きと，楽しく 能 ・児童の実態・ 分析 

  内容，方法等の 理解 動 取り組める総合的な 学習の展開を 図 力 ・資料収集 

め るため，身近な 素材を取り入れた 具 ( 書籍・インタ づット ) 

椎 体的な「総合的な 学習の時間」の 展 育 

進 開の仕方を研究する。 

学習指導の評価改善 
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2  「総合的な学習」の 定義 

総合的な学習は ， 子ども自身が 身のまわりの 課題 

・問題を解決する 資質や能力を 身に付け，探求活動 

に 主体的，創造的に 取り組んで、 ・ ) く 感度を育てよう 

とするものであ る。 

さらに， 社 ・ 食 生活を主体的，創造的に 送る上で必 

要な資質や能力 ( 生きる力 ) としての思考力，判断 

力 ，表現力，問題解決の カ といった学習の 方法や新 

しい考え方，個性を 大事にし，ともに 生きようとす 

る人間理解の 意識や態度を 育てようとするものであ 

る 0 

このような資質や 能力の育成は ，もちろん各教科 

（・ でも重視されるが ，総合的な学習では ，さらに重視 

されるところに 特徴があ る。 とともに，各教科等で 

学 んだものを結び 付け，総合化し ，現実の様々な 問 

題に立ち 伺 っていく，すなねち「横断的，総合的な 

学習」の展開がより 効果的であ るとしている。 

3  「総合的な学習」の 必要性 
(1) 社会状況への 対応から 

変化の激しい 社会状況の中で ， 身の回りの切 

実な問題や社会の 課題に取り組み ，判断したり ， 

行動したりすることが 必要となってきた。 これ 

らの課題は従来の 教科や領域にまたがることに 

なる。 

(2) 学問の多様化への 対応から 
ナ "   

社会の変化に 伴って，「総合情報」，「人間 環 

境」などのように 学問自体の統合や 再編成が行 

われ，学問が 多様化してきている。 その教育 内 

容 に対応できる 小・中学校の 教育への要求。 

(3) 子どもの 状 祝への対応 

現代の子どもの 抱える多くの 問題 ( 非行， い 

じめ，不登校等 ) から，人間としての 全 4 本， 性 ( ト 

一タルバランス ) を子ども一人一人に 育成する 

ことの大切さ。 

(4) 教科分立の課題への 対応 

伝統的な教科分立的な 教育だけでは ，自分の 

生き方について 主体的に考え ，判断し，行動す 

るための「知恵」をいかに 身につけさせるか。 

(5) 子供中心の教育への 対応 

子供の興味や 関心，こだわり ，意欲という 視 

点から学習内容を 見直し，子供の 側に立った教 

育を実践するために ，教科，領域の 枠を越えた 

横断的・総合的な 学習の必要性が 高まってい 

る 。 

(6) 子供の体験の 回復への対応から 
現代の子供は ，生活経験が 不足し，知識を 生 

かす場が少ない。 学習が生活と 結 ひ ついたとき 

に生きて働く カ となる。 そのために体験や 活動 

を重視する教育活動の 工夫が強く求められてい 

る 。 

4  総合的な学習の 背景 

(1) 教科等の構成の 変遷から 
総合的学習は 遠く明治 3 0 年代までさかのぼ 

ることができ ，以後それぞれの 時代に応じて 様 

々な取り組みがなされてきた。 

( 近代学校成立 ) 

小学校令施行規則 1 9 0 0 年 

に鰯其覇菩ギ "' 。 ""' 
Ⅰ 国民学校令 1 9 4 1 年 

  

Ⅰ 学校教育法施行規則 1 9 4 8 年 

理科 立 ， 図画   

Ⅰ 学校教育法施行規則 1 9 9 1 年 

  

道徳・特別活動 

Ⅰ 学習指導要領 1 9 9 8 年 

各教科，道徳，特別活動 

総合的な字習の 時間 

(2)  総合的な学習の 流れ 
( 戦後に見られる 教科の枠を越えた 子供中 

心の教育活動 ) づ台 科杓 および総合的学習 

コア・カリキュラム ( 昭和 25 年頃 ) 

一 3 一 3
 



現実に子供が 当面している 問題の解決を 中 

心とする社会科・ 理科を中核とする 内容教科 

で統合し，用具教科としての 国語，算数など 

を周辺に配置した。 

倉科的な指導 ( 昭和田 年 ) 

低学年においては ，倉科的な指導が 十分で 

きるよ う する。 回   。 "" 。   
具体的な活動や 体験を通して ，自分と身 

近 な社会や自然との 関わりに関心をもち ， 

自分白身の生活について 考えさせるととも 

に，その過程において 生活 ヒ 必要な技能を 

身につけさせ 自立への基礎を 養う。 

横断的・総合的な 学習 ( 平成 8 年 ) 

「生きる 力 」という全人的な 力をはく く 

むということを 踏まえると，横断的，総合 

的な指導を一層推進し 得るような新たな 手 

だてを講じて 豊かな学習活動を 展開してい 

くことが極めて 有効であ る。 

5  教科 審 答申・学習指導要領に 基づく 
「総合的な学習の 時間」の分析 

(p . 5  図表 一 2 参照 ) 

0 「総合的な学習の 時間」の基本的な 考え方 

中教 審 答申 と教 誤審答申 在 踏まえながら ，新 

学習指導要領に 基づき「総合的な 学習の時間」 

ほ ついての基本的な 考え方を図表 2 のようにと 

らえた。 この時間の準備にあ たって特に確認し 

ておくべきことは ， a 創設の趣旨， b ねらいと 

学習活動， c 評価， d 授業時数の 4 項目であ る。 

「総合的な学習の 時間」は，地域や 学校の実態 

をより一層理解した 土で，各学校の 創意工夫を 

生かして実施することが 必要であ り，学習課題 

や字 習 活動は各学校において ，以上のことを 踏 

まえて決定されなければならない。 

評価については「生きる 力 」の育成を目指す 

指導では，自己評価能力を 育てる評価のあ り方 

を研究し取り 入れていく必要があ る。 

6  総合的な学習の 力 lJ キュラム構想 

  

り " 

(1)  総合的な学習で 学 ぶ もの 
国際理解，情報，環境，福祉・ 健康などの 

横断的・総合的な 課題，児童の 興味・関心に 

基づく課題，地域や 学校の特色に 応じた課題 

などについて ，学校の実態に 応じた学習活動 

を行なうものとした。 

具体的な活動内容としては ， 

① 国際理解，情報，環境，福祉・ 健康，平和 

学習等横断的・ 総合的な課題 

( 現代社会のかかえている 差し迫った課題 ) 

他に ，産業と経済，人権 ，生命，性 

② 児童，生徒の 興味・関心に 基づく課題 

( 現代社会の課題を 主体的に受けとめ ， 自 

己の確立を図っていく 自分自身の課題 ) 

進路，生き方，人間，自分，人間関係，社会 

参加 ( 職場体験，ボランティア 活動 ) 等 

③ 地域や学校の 特色に応じた 課題 

( 現代社会が縮図となって 渦巻き，自分自身が 

生活している 場としての学校や 地域の課題 ) 

地域，ふるさと ，郷土といったテーマの 他に ， 

自然環境 ( 河川，湖沼，山野，海など ), 地 
場産業 ( 農 ・ 漁 ・ エ ・林業・伝統工芸など ) 

や歴史・伝統・ 文化 ( 行事 ) や人々のくらし 

など 

(2)  総合的な学習のカリキュラム 構想の視点 
① トピック型カリキュラム 

総合的な学習のトピックになりそうな 具体 

的な単元から 組み上げて行く 方法。 子供の興 

味 ・関心を中心に 進める場合が 多い。 内容の 

系統性や身に 付けるべき学力の 保障が難しい。 

学習活動   
-@  4  一 



( 図表 一 2) 教科 審 答申・学習指導要領に 基づく 
「総合的な学習 の時間」の分析 

ⅠⅠⅠⅩ   悌 。   
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ナ " 

 
 

 
 

間
の
確
保
 

( 創 設 の 趣 旨 ] 

[ ね ら ぃ ]   

Ⅲ 自ら課題を見付け ， 自ら学び ， 自ら考え，主体的に 判断し，よりよく 問題を解決する 
国際化 

  資質や能力を 育てる。 

(2) 字ぴ方 やものの考え 方を身に付け・ 問題の解決や 探究活動に主体的，創造的に 取り組   情報化を や 
は 

む 態度を育て，自己の 生き方を考えることができるようにする。 
じめ 

み 社ム 

ム ムの 

( 学 習 活 動 ] 

  

児童生徒 " 興 。 "' 。 。 。 基 " ， 。 課題 

[ 「 二 二二二二二 ・ : 二二二 : 二三二 : 二三二二二 ::: 二二二二二二二二 ・ :: 二三二三 ] 
瑚 或や学校の特色に 応じた課題 

  
く 地域や学校の 実態に応じ，各学校が 創意工夫 ノ 

く 児童生徒のよい 点ノ 一一 

  
く 進歩の状況 ノ など 

[ 生 ぎ 

  

廿 
6  ヵ ] 

自ら学 び， 自ら考え，主体的に 判断し，行動し ，より 

) やる心や感動する 心など，豊かな 人間性 
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で ，各教科等の 内容に関連するものは 取り入れるも 

  

                    ・… ， " ③ 
C, 

    

-/   

② フレーム型カリキュラム 

各学年のカリキュラムの 領域と系統を 考えて 

学習活動を組み 上げて行く方法で 伝統的なカリ 

キュラム開発の 方法。 

どうやって子供たちの 自主的な体験活動を 励 

起するかがポイント。 図表 一 4 

領域 I 

領域 2 

領域 3 

③ クロスカリキュラム 

( ア )  倉科 型 
関連する内容，あ るいは関連づけられる 内容 

を 2 つ 以上の教科を 合わせて学習として 組識す 

するもので教科の   
図表 一 5 請
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枠組みはそのまま。 

国際理解 

一 外国との交流 
の歴史を調べ 

文と 絵で表現 

する。 

とに各教科等の 関連する内容 

を 取り出して，学習として 組織するもの。 

各教科の中に 分散している 内容を集約して 関 

遠的，有機的に 扱う。 
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家庭 Ⅰ 上 2,  ③ ， 4 

道徳 A,  ③ ， C D 

(3) 興味・関心を 踏まえた学習課題の 設定 
学習課題として 何を設定するか ，そしてど 

うのような学習万法や 活動を取り入れるかは ， 

「総合的な学習の 時間」のねらいにせきろ う え 

で非常に重要であ る。 

0 学習課題の設定 

図表 一 8 (P7) では，縦軸に 工児童生徒 

の 興味・関心が ，横軸に 11 地域や学校の 特色 

と 111 横断的・総合的な 課題が示されている。 

縦軸のⅠ児童生徒の 興味・関心に 関する調査 

結果を注視し ，調査結果から 取り上げられそ 

うな学習課題を 想起する。 同時に，どのよ うノ 
な学習方法でどのような 活動が可能となるの 

かという点とともに ，学習目標についても 考 

えておくことが 大切であ る。 

また，Ⅰ児童生徒の 興味・関心と 横軸の 11 

地域や学校の 特色とを関連させることで ， 学 

習 課題に何を設定すればよいのかがより 具体 

的になる。 

このように 本 資料を検討資料として 活用す 

ることで，各学校に 応じ，児童生徒の 興味・ 

関心を踏まえたいく っ かの「総合的な 学習の 

時間」の課題が 設定できる。 

( ウ )  総合型 
特定のテーマを 中心に学習を 組織するもの 

一 6 一 



8
 

 
 
の
 
題
 
智
謀
 

学
 
，
 
た
 
%
 
 

。
 

ま
 
踏
 
を
 
関
 
じ
、
 

・
 
，
 

味
 
興
 
O
 

ナ、 

  

平成 1 0 年度 千葉市教育センタ 一 紀要 7 号 

一 Ⅰ 一 



(4)  「総合的な学習」単元分類 
( 全国の開発研究校の 実践分類から ) 

先の教育課程審議会の 答中では [ 総合的な学習山の 具体的学習活動の 一例として， 

①国際理解 ②情報 ③環境 ④福祉・健康 

の 4 つの観点が示された。 

以下は全国の 実践事例を内容別に 整理，分類 ( 山形県南陽市立破小字 校 山内教諭による ) したも 

のであ る。 

A  環境についての 実践内容 図表 一 9 

実践分類 内 

①環境調査 O)ll や雨 、 気の身近な調査活動等 り 

容 

 
 

タイプ川の浄化調査，大気汚染マップ ，指標生物調査，公害調べ ，地球の公害問題を 知ろう， 地   

②自然 4 束 ; 隻 

域の水調べ ， 川を探る，地球探検隊，塩田について ，森林調べ ，自然探検隊 等 

( 身近な生物の 飼育や保護に 関する活動など ) 
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③
 
  関わり重視足跡ウオ   ソ ヂンバ，私の 木の年間観察，動物の 飼育活動 ( うさぎ，   馬 ， 烏 ， 牛 ， 豚 ，や き   

  
タイプ等 ), 森林の働き調べ ， 生 ・ き 物図鑑つくり ，動物と環境の 関わりを考えよう ，野鳥の楽園   
作り，ビオト 一 プ 制作等 

④体験活動 ( 地域の環境を 元にした体験活動など ) 

帝祖タイプ ぶ ど う園 づくり，田植え ～稲刈 り体験，手作り 自然 池 ，ネーチャーバーム ，廃油石鹸づく 

⑤ゴミ問題 

り ，いかだ作り ，まった け山 探検，炭焼きをしよう 等 

( ゴミ・リサイクル・エネルギー 問題に関する 活動など ) 

 
 

中 ， D 、 タイプゴミ問題調べ ，リサイクル 調査 隊 ，ゴミ拾い活動，校医クリーン 作戦，学校のゴミ 処理 調   
べ ，エネルギーと 環境等 

⑥学校行事に ( 学校行事全体を 中心にした活動など ) 

発展タイプ 00 フェスティバル ，地域の資料館を 作ろう，七夕集会，忍者村祭り 等 

R  国際理解についての 実践内容 

①人的交流中心タイプ ( 外国人との交流を 中 じ、 

にした活動など ) 

②世界理解中心タイプ ( 「世界」そのものの 理解に 

関する活動など ) 

③外国語学習タイプ ( 外国語～主として 英語～ 

の語学学習など ) 

④世界の料理中心タイプ ( 世界の料理に 関する 

活動など ) 

⑤その他国際に 関する活動タイプ ( 世界平和， 

国際 f 買境 に関する活動など ) 

C  福祉・健康についての 実践内容 

①人的交流中心タイプ 養護学校や老人ホームと 

の交流に関する 活動など ) 

②障害体験タイプ ( 障害を持った 人になった つ 

もりで考える 活動など ) 

③勤労ボランティア 活動タイプ ( 地域の福祉や 

ボランティア 活動に関する 活動など ) 

④命や健康に 関する活動 タ ・イプ ( 生命誕生や助 

体の健康に関する 活動など ) 

⑤人権 教育・防災・ 諸教育 ( 男女の役割や 人権 、 

防災に関する 活動など ) 

⑥自分を．見つめるタイプ ( 自分白身の生き 方等 

を中心に据えた 実践 ) 

D  「地域」についての 実践内容 

- ノ ア 
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Ⅰ 、 

①食べる活動中心タイプ ( 地域素材を生かした ①現行，移行 期 ・新課程における 授業時数の 

食 に関する活動など ) とヒ @ 

②地域開発タイプ ( 地域の開発に 関する活動等 ) 平成 1 4 年の新教育課程の 完全実施を目指し ， 

③地域の人やふるさと 学習タイプ ( 自分たちの 平成 1 2 年・ 1 3 年度は移行用となる。 各学校に 

地域の人を中心に 据えた活動など ) おいては教育課程を 編成する際において 移行 期各 

④その他の実践タイプ 年度の余時数をを 基礎基本の充実にあ てるととも 

E  情報についての 実践事例 ホームページ に 「総合的な学習の 時間」もそこから 見 けだし 試 

作成、 インターネットギャラリ 一など 行実践することで 完全実施に備えることとなって 

いる。 

(5) 移行 期 ・新課程におけるカリキュラム 作り 現在 4 学年を担任していることから ，以下 4 字 

年を中心に考察していきたい。 

図表 一 1 0  移行期年間 指牡 升田作成 寅卸 東京 古括 

各教科の授業時数 迫 持 総 総 時 

区 分 国 社 算 理 生 音 図画家 体 時 数 

詔 令 数 科 活 染 工作庭 背 徳 活 命 数 差 

第 現行 280  105  175  105  Ⅰ 70@ 70@ ¥ 105  35  70  Ⅰ 1015 

四 ㍻ 12  年 235  82  151  82 ⅠⅠⅠⅠⅠ 60@ 60 105@ 35@ 70 8 ㏄ 135 

学 ㍻ 13  年 235  67  131  68 田 60 105@ 35@ 70 831@ 184 

年 ㍻Ⅱ年 235  85  15Q  刀 ⅠⅩⅠ ㏄ 和   
②弾力的 時程 表の組み方 

ア ， 1 単位時間を定める 際の配慮事項 

学校教育法施行規則第 2 4 条の 2 別表 第 Ⅰに定 

める授業時数の 1 単位時間は 4 5 分とするとの 規 

定は従前どおりとしており ，総則でい う 「年間接 

授業時間そのものを 柔軟に考えることができる。 

0  1 5 分を 1M  ( モジュール ) の 例 

1 5 分単位で時間割を 設定し ， 休み時間 (5 

分 ) をはさむ 9 5 分を 1 プロックとした 時 程表 

0 例 図表 一 1 1 

業 時数を確保しっ っ 」という意味は ，あ くまでも 

授業時数 0)U 単位時間を 4 5 分とした，学校教育 

施行規則第 2 4 条の 2 別表第 1 に定める授業時数 

を 確保するという 意味であ ることに留意する 必要 

があ る。 

児童の学習についての 集中力や持続力，指導 内 

容 のまとまり，学習活動の 内容などを考慮してど 

の 程度がもっとも 指導の効果をあ げ得るかという 

観点から決定する 必要があ る。 

イ ， 9 0 分 1 プロック 制と モジュール 制 

1 5 分を 1 M ( モジュール ) とし，この組み 

合わせによって ，学習内容・ 学習活動に最適な 時 

間を設定する。 

2 モジュールの 授業， 6 モシュールの 授業と ， 

-@  9  一 

プロック ェ 
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ウ ， 4 年生を例にした 新課程における 仮の時間割 ① 年間を通して 適時間割に一定して 位置づ 

新課程で示された 各教科の年間授業時数はこ ける。 

れまでと異なり ，年間 3 5 週で過当たりの 時数 ② 年間 1 回に集中させて 位置づける。 

を 割り出すと，各教科とも 平均値が少数値とな ③ 年間数回に分立させて 位置づける。 

る 。 これは前項でも 述べたように 適時 程 ，日程 ④ ①との組み合わせで②③を 位置づける。 

等で弾力的な 運用を必要とするものであ る。 そ 等 があ げられるがここでは ，①を基本と 考え ， 

の中で「 総 ・ 合 的な学習の時間」の 位置づけをど 時間割 4 バターンを設定し ，年間を通して 4 バ 

ぅ するかは大きな 課題となるが ，設定例を考え ターンを組み 合わせることで 適切な授業時数の 

ると次のようになる。 確保を試みた。 

図表 一 124 年生過当たり 標準授業時数 ( 新課程 )   

図表 一 1 3 

図表 一 14  時間割 4 パターン 

  ノ " 

A 

B 

C 

D 

同語 社会         理科               図 :[:        道徳         総合 1 週計年実施 週 

7 2 5 3 1 2 2 1 1 3  2 7  1 0 週 ⅠⅠ りし公し スモ 乙 り りと Ⅰ Ⅰ l り Q 1 3  2 6  1 0 週 

7 2 4 3 2 2 2 1 1 3  2 7  1 0 週 

7 3 4 2 2 2 4 1 1 3 2  9 5 週 

V  研究の実際 

1, 単元老 「チラシふしき 発見」 

2. 単元目標 

0  チラシについて「ふしき 発見」をし，意欲的 

に 課題を追求することができる。 

0  ふだん何気なく 見過ごしているチラシから 様 

々な「ふしぎ 発見」をし，課題をもつことがで 

きる。 

0  同じ課題をもつ 者同士でバループを 構成し ， 

調べたり，まとのたり ，発表したりすることが 

できる。 

3. 単元について   
(1) 題材について 

日頃 から身近にあ るものであ っても，「なぜだ 

ろ う 」「どうしてかな」と 意識的に考えることが 

なければ，「ふしぎたな」「調べてみたいな」と 

思 う ことはあ りませんか， と 聞かれてもとまど う 

ばかりであ る。 

そこで，最も 地域に密着した 情報源の一つであ 

る折り込みチラシに 着目させ，疑問点を 焦点化さ 

せることにした。 

チラシについて 疑問点を焦点化させることは ， 

別の角度から 自分の住む地域を ，見直すことでも 

あ る。 しかしチラシの 中には子どもたちはもち ろ 

Ⅰ の 一 10  一 



ん， 親にとってもまったく 関係のない情報も 数多 

くあ る。 そこではおのずと ，情報の取捨選択を 行な 

っているといえる。 

意図的に身近な 素材であ るチラシに関してふし 

ぎ 発見をカードを 活用し疑問をもたせ ，自ら発想、 

した「ふしぎ 発見」から課題を 設定し，グループ 

を組織してお 互いが協力して 追求したり，まとめ 

方や発表の仕方を 工夫したりすることで ，楽しく 

生き生きと学習できるのではないかと 考えた。 

そこで，「チラシふしぎ 発見」を中心に 据え ， 

子どもの興味・ 関心に根ざした 総合的 学 習として 

木 単元を展開することにした。 
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ハ 

て 何かを作った 経験をもっている。 

また，チラシはオモチ ャや ゲームソフトの 情報 

源として，子どもなりに 活用している。 さらに， 

チラシをよく 利用する者として ，母親をあ げてお 

り，子どもたちは 大人にとっても   情報源としての 

チラシの有用性を 認識している。 

課題解決の際の 協力関係から 見ると，ほとんど 

の 児童が学校生活は 楽しいと感じている。 しかし 

3 名の児童はあ まり楽しくな い，と 感じている。 

休み時間は覚での 遊びが多く，帰宅後も 外での 活 

動 が多い。 また，放課後の 部活動に参加している 

児童は男子 11 名に対し女子 2 名となっており ， 

そのことがふだんの 生活グループの 構成にも影響 

していると思われる。 

題材との関わりからみると ， 古 新聞やチラシに 手伝いは男女ともよくやっているようで ，特に 

閲 しては「リサイクル 資源として出している」が ， 男子は部活動で 忙しいにもかかわらず ，ほとんど 

11 名，「ゴミといっしょに 捨てている」が 6 名， 

となっている。 「わからない」は 15 名もいる。 ま 

た多くの児童が ぺ ットボトル や チラシなどを 使っ 
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(3)  ふしぎ発見から 課題づくりへ 
①
 
子ども一人一人の 気づきを大切に 

教師の投げかけた「チラシ」に 対して子どもは 一人一人が多くの 疑問点や不思議なことを 発見 

する。 そのことをもとに 課題づくり ( 個人 ) を行う。 図表 一 1 5 
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② グルーピンバから 課題追求へ 

様々な課題の 中から共通課題同士でバルーピンバする。 共同学習の良さを 確認しながらも 一人での 

課題解決も認めていく。 グループとしての 課題を再確認、 し 役割分 f 且 ，準備するものなどを 話し合い課 

題 追求に取り組む。 

発表のあ と新たな課題をみ つ け，さらにグルーピンバを 行 い 次の課題追求に 取り組む。 

図表 一 1 6 

(4) 学習のすすめ 方 

1 テーマを決めよう 

  

，ふしぎだ な ・おかしいな ・ 柴 しそ う たな ・すばらしいな 

できたらかいな ・やってみたいな ・教えてあ げた いな 

十 ・ 

l よしやってみよう !  調べてみよう ! 
  

2  計画を立てよう   ・どのように 調べるか話し 合う 

①調べることをくわしく 書く 

ll@@l 千 

②どこで調べるか 

③準備するもの 
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4  まとめよ う   大きな紙にかく ( 絵 ，地図， 表や グラフ ) 
  

  OHP 、 ン一ト にかく ・絵本にする ・もけいを づ くる 

・ げ きや人形げきにする ・ 紙 しばれにする 

  タ イズ にする ・ ビヂオや 写真，デジタルカメラでとる 

5  発表しよう     ゆっくり，はっきり 大きな声で 

・順序よくわかりやすく 

・発表 ト ド ( 原稿 ) にかいて自信をもって 

・静かに聞く ， 分からないことは 質問する 

（ 
4  指導計画 (9 時間 ) 

ハ 

1 Ⅱ 寺 1 学 習 内 容 留 意 点 

  ・学習の進め 方 

2 時 

チラシふしぎ 発見ゲームをしよう 

0 できるだけ多くの「ふしぎなこと」「わかったこと」など 

を 発見競争をする 
                                            ぎ糀 @                                                       

              

ふしき発見 トト ・ NO I 

曜日によって 枚数がちが 3  ヵ ラ 一のチラ 

シが多い 洋服のチラシが 多い バチンコ 

屋 さんのチラシが 多い メガネ尾のテラシが 

多い う らが白いのがあ る 再生紙の チラ 

、 ン があ る などの発見 

  

・前面黒板にⅠ週間分のチラシ 

を曜日毎に掲示する 

    発表する ( 発表の数で優勝グループ 決定 )   ・だれも気づかなれようなこと 

  他の班の発表も 参考にしながら 自分の課題を 決める を 意識してさがそうとする 

0 今後の字習の 進め方の確認をする ( ふしぎ発見； - ド ) NO 2 ・どんな些細なことでも 認めあ 

きみ自身が「ミステリーハンター」 ( 世界不思議発見より ) とな うようにする 

ってなぞをといていこう 

ミステリー   ね そ，ふしぎなこと 

    ハンター 
  かりをするひと ， 追い求める 人 

ミステリーハンター                 ね そやよしぎなことを 追い求める 人 

  課題づくりをしよう 

  0 同じような課題どおしで 班 づくりをする 

た
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    話し合い I ・個人の課題を 変更してもよい 
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  班長を決め 班 としての課題を 決定する 

  班で 話し合ったこと ，決まった課題を 発表する   一人で課題解決してもよい 

・課題が決まった 理由   
: 個人の課題を 元に 決 ・ ま   う   だブ ル       モヌ           

    

: ① チラシの種類 調ベ グループ 7 人 : 
    

; ①特売日のひみ っ グループ 4 人         
    

: ② チラシの やくめ グループ   
    

; ③ チラシ探検グループ   
  

; ④チラシのオモチャ 値段しらべバループ 9 人         

; ⑤ チラシで作ろうグループ     

・「ふしぎ発見トド」 N0 3 

3 時 活動計画をたてよう 一 活動計画兼一 

0 班長を中心に 活動計画をたて ，役割分担を 決める 

0 話し合った結果を 発表する 
  課題の確認、   児童の 力 で可能かチェック し 

・課題を解決する 方法 父母や教師など 大人の 力 も得 

0 方法についてのアドバイス られることを 矢口らせる 

・自分たちの 力 で解決可能か ・子どもにとって 無理な活動に 

0 課題解決の具体的な 計画 対してはアドバイスしより 通 

  現 に聞く，図書館で 調べる，電話や 手紙で尋ねる ，実際 切 な課題への変更も 考慮する 

にやってみる     計画に無理がないかチェック 

・いつ する。 必要な教師 ( 父母 ) （ 

・どこで ( 場所，集合場所 ) の 援助を確認する 

、 どういう方法で 

  準備するもの ( だれが，なにを ) 

0 次の時間までにやっておく ( 目標 ) ことを確認 

H 手間タト 各バループで 計画を元に課題解決 

4B 寺 「ふしき発見カード」 N0 4 

中間まとめをしょう ( ミ ニ 報告・ 会 ) 

0 調べたこと，やってきたことを 元にミニ報告会のまとめを し ⑥最終の報告会でも 生かせるよ 

よ う う にする 

0 発表の方法について   様々な発表の 仕方があ ること 

  発表原稿 を 矢口 る 

・新聞づくり   視聴覚機器 

・視聴覚機器を 使って 他 H O P, VTR ( ビデオ 几ラ 
0 発表の時の役割分担を 話し合う ( カードに記入 ) ジタルカメラ ， OH カメラ 

， たれが発表するか ( 代表，全員など ) ビデオカメラ 等の紹介 

・資料，図などの 係り 

、 ノ 

イ " 
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5 日 き 中間報告会をしよう 

0 調べたこと，やってきたことをわかりやすく 発表する 

・グループの 交代はてきぱきと 

  1 グループ 3 分程度で発表する 

  聞きながらよかった 点 ，疑問 点 。 意見等をメモする 

0 他の班の活動内容がわかり 今後の見通しをもつ 

⑨各発表原稿 

⑨最終の報告会のリハーサルを 

かねていることを 知らせる 

今わかりやすく 堂々と発表でき 

たか 

金 協力しあ えたか 

令 他の班の活動内容がわかっ 

たか 

時間外 各バループの 計画を元に課題解決 

  
6 時 

7 時 

8B 寺 

本 

時 

まとめをしよう 

0 ミニ報告会の 反省を元に効果的な 発表の仕方について 話し合う 

・何を使いどんな 方法で発表するか 

0 使用する視聴覚機器の 使い方になれる 

0 これまでの活動内容を 確認し， 搬告 会の準備をする 

・発表原稿 

・資料づくり ， TP 作成，ビデオ 編集等 

l 報告会の準備をしょう l 

0 前 時の続きの活動をする 

・役割分担の 確認， 

・ 各班で 発表のリハーサル (1 グループ 5 分程度 ) 

・プロバラムづくりや 全体的な準備をする ( 希望者 ) 

最終報告会をしよう 

0 調べたり，やったりしたことをわかりやすく 発表する 

0 各バループの 発表は 5 分程度とする 

・発表の仕方でよかった 点 ，わかったことや 疑問に思ったこと 

をメモしながら 聞く 

，発表が終わったらメモしたことを 積極的に発表しよう 

  

⑥ミ ニ 報告・会で他の 班の方法で 

いいものは取り 入れる 

 
 

  各機器は使用しやすいよう 

に セットしておく 

  コピ 一機，放送室の 機器操 

作等の指導 

⑥発表がスムーズにいくよ う に 

資料の掲示，取り 外し，ビデ 

し
 
確
認
、
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  「ふしぎ発見カード」 NO5 
チェックメモ 

金 説明はよくわかったか 

今 発表仕方はどんな 点を工夫し 

ていたか 

l 金 質問事項に適切に 答えられた 

か 

分発表の態度はどうだったか 

l ウ メモを取りながら ，静かに聞け 

表
 
発
 
を
 
ど
 
点
な
 

疑
問
 

占
一
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「ふしぎ発見カード」 N06 

9 時 「 テ ラ シ ふしぎ発見」の 学習を終えて ( 学習のふりかえり ) 

0 前 時の学習をふりかえって 今 ふだん何気ないものでもミス 

0 学習のまとめをしょう テリーハンタ 一の日で見つめ 

・協力し合って 楽しくできたか 直してみると 多くのことがね 

  「チラシふしぎ 発見」の学習でどんなことがわかったか かることに 気 ・がついたか 

， 「チラシ」に 関してもっと 知りたいこと ，調べてみたいことは 今次のテーマをもてたか 

何か 

0 ひとっのこと ( チラシ ) から様々なことがねかることに 気づく 

5  本時の学習 (8/9) 

(1) 目 標 
0  自分たちが調べたことをまとめ ，様々な方法で 効果的に発表できる。 ノ 

0  他のグループのよさを 発見し ， 「チラシ」からいろんなことがねかり ，もっと調べてみたいと 

居、 う 0 

0  協力し合って 楽しく発表でき ，満足感をもつことができる。 

(2) 準備するもの 
  視聴覚機器 

(OHP, ビデオカメラ ，デジタルカメラ ， OH カメラ，ビデオデッキ ) 

・マグネット ， 「 よ， しぎ発見カード」 N0) 6  . 指示 棒 ・タイマー 

(3) 展 開 

@l き間 学 習 活 動 留 意 ， り 、 … 占   評 - ィ [U 「 

は 1  今日の学習のめあ てを確認する 0 「ふしぎ発見カード」 NO 5 

じ ①協力し合って を 配布し，記入の 仕ガ を 説明 

め ②わかりやすく 発表しょう する レ 
4 分 ③楽しく 

Ⅰ 班 5 分の発表時間とする 5  x6 丁 30 分 0 時間内で全部の 班の発表がで 

質問は発表毎に 1 分以内でやる 1 x6 二 6 分 きるように効果的な 発表と ゑりモ 

まとめ 5 分 の 交代はてきぱきとやる よう 

指示する 

0 本時の見通しをもてたか 

2  各クループごとに 発表する 

0 発表は自信をもって 礼儀止し 

な ① チラシの役目グループ く 堂々とやる 

か   インタビュー ( ビデオ使用 ) 

② チラシの種類 調ベ グループ 0 各バループの 発表が終了した 

3 6 分 ・大きさ，紙の 質，曜日毎の 数と種類 ( グラフ化 ) 5 拍手を惜しまない 

③ 特売日のひみ っ グループ 

J6 一 16  一 



（ ま 

と 

め 

  5 分 

  インタビュー ，アンケート ( 母親へ ), クイズ 

④ チラシ探険グループ 

  ・インタビュー ( ビデオ，デジタルカメラ 使用 ) 

⑤ チラシのオモチャ ね だん 調ベ グループ 

  同じ オ モヂ ャ のねだれの比較 (OH カメラ使用 ) 

⑥ チラシでつくろうグループ 

  作った作品の 紹介と作り方の 説明 ( 図示 ) 

夫各 グループ発表終了後Ⅰ分程度で 質間や気が付いたことの 

発表をする 

  

3  まとめをする 

0- チラシの学習でわかったこと ，たのしかったこと ，さらに 

発見した，ふしきなこと ，もっと調べてみたいことなどを 

書く 

0 書いたものを 発表する ( 各班 1 人程度 ) 

0 次 時の予定を知る 

0 メモは要点をまとめて 簡単に 

取るように指示する 

・わかったこと 

・おやっと思ったこと 

，よかったこと 

0 機器の操作については 随時教 

師の側で補助する 

0 質問等に関してはてきぱきと 

答えるようにし ，場合によっ 

ては教師の方で 援助する 

0 「ふしぎ発見カード」 N0 6 」 

学習のふりかえり 

0 自分なりの感想をもてたか 

0 他のグループの 発表を通して 

様々なことがわかり ，新たな 

「ふしぎ発見」ができたか 

(4) 評 Ⅰは @ 市 

0  あ いてにわかりやすく ，自信をもって 

発表できたか。 

0  効果的な発表の 性 ガ がわかったか。 

0  友だちの発表を 静かに聞き，いいところ 

きめつけることができたか。 
ハ 

0  チラシから様々なことがわかったか。 

6  検証授業の反省 

(1) 授業者の反省 
0  自分たちで決めた 課題について ，工場見 

学や ， ス ー バー 児 学などの申し 込みの電話 

を積極的にかけるなど 課題解決に対する 意 

欲 がみられた。 

0  発表に要する 時間が足りず ，時間が オ一 

バ ー してしまった。 やはり子供たちにやっ 

た，という成就感を 得させるためにも 余裕 

をもって 2 時間連続か，または 前半，後半 

各 1 時間すつとるべきであ った。 

0  発表の方法 ( 発表の形式，機器の 操作等 ) 

  一 ⅠⅠ 一 
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0  チラシの勉強でコープ ( ス ーバ 一 ) へ 行っ 

たり，インタビュ 一など楽しくできました。 

教室もたくさんのチラシでかざりつけしてと 

ても楽しかったです。 

0  チラシで 花 びんやかごがつくれるんだなあ 

と思いました。 

0  グループの友だちともなかよく 協力しあ っ 

て 楽しく勉強できました。 今日でチラシの 勉 

強はおわった け どまたいろいろ 調べてみたい 

です。 

0  いつもの勉強とちがって ，自分たちで 計画 

をたてて，奏やバラフにまとめて 発表したり， 

OHP のスクリーンにうつして 発表したり， 

ビデオカメラやデジタルカメラで 発表してい 

る グループもあ りとてもよくわかりました。 

(3) 次にやってみたいことは 何ですか。 
0  かご づくりやおもちゃづくり ( なにかを 作 

ってみたい ) 

0  ぼくもおもちゃの 値段調べをやってみたい 

0  チラシを色で 分けてみたい 

0  チラシに使われている 言葉について 調べて 

みたい 

W  研究の成果と 課題 

Ⅰ 成 果 

① 毎 Ⅱなにげなく 見ているチラシにもこんな 様 

々 な 「ひみつ」があ り，多くのことがねかるん 

だ，ということで 子供なりに感動があ った。 

②身近な素材ではあ るが，ほとんど 関心を示さ 

ない物でも，教師の 投げかけ方によっては ， 興 

昧 ・関心をもって 取り組めることがわかった。 

③地域の協力や 父母の協力も 得られることがで 

きたのはよかった。 特に地域 ( ス ー バーや印刷 

会社 ) 等の積極的な 対応に対しては 子供たちな 

りに，感謝の 気持ちを持つことができた。 

0 作業仮説にもとづく 考察 

ソ
 

レ
 

られた。 

                            課題づくり 
同じような興味関心をもった 者同士というこ 

とで，グループ 編成もスムーズにでき 共通課題 

も教帥の支援を ぅ けながらではあ るか設定する 

ことかできた。 

                                  協力と課題解決 
よりよい課題解決のために 様々な方法を 話し 

合って決めることができた。 協力しあ うことの 

大切さを矢口 り ，効果的に実践することができた。 

                              効果的なまとめ 方や発表の方法 
効果的なまとめ 方や発表の方法がわかり ， 調 

ぺ たことの共有化が 図れた。 

2  課 題 

(1)  子供の主体的な 課題追求の面からも ，教 
師の支援をどこまでやればい い のか前もっ 

て検討する必要があ る。 

(2)  校外学習を行う 際の継続的な 父母の協力 
体制づくりをどうすすめるか。 

(3)  地域の協力体制を 得るためのネットワー 

タ づくりをど う すすめるか。 

終わりに 

2 1 世紀と明治以来の 大改革といわれる 完全 

週 5 日制を口前に 控え ， 6 ケ 月の間自分なりに 

腰を据えて研修できた 意義はとても 深いものが 

あ る。 

これからの社会は 先行き不透明ともいわれる 

が， 目の前の子ども 達は未来からの 訪問者，未 

来に生きて行く 子ども達であ る。 あ らゆる意 

味で人人の責任の 車火さをひしひしと 感じる。 

今後とも鋭意努力し ，自己 研鉗 にはげんでい 

きたい。 

最後に担当指導主事として 御 指導いたたいた 

浦添小学校教諭の 初鹿野修先生，また 6 ケ 月間 

という長期にねたる 研究の機会を 与え支援して 

下さいました 浦添市立牧港小学校， 前泊 校長先 

生をはじめとする 諸先生方や浦添旧教育委員会 

                              気 づき 
「ふしぎ発見」をゲーム 化することで ，どん 

の 先生方，そして 当 研究所の新城所長，池田係 

長， 与 古田主事， 他 職員の皆様に 心から感謝 申 

なささけなことでも 見つけようとする 姿勢がみ 

18   18  一 

し 上げます。 あ りがと う ございました。 
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